
和歌山市立宮前幼稚園

ゆめ 重点目標 取組の状況

四季折々の草花や実のなる木、生き物を
通して四季が感じられる環境の工夫や見
直しを行う。

生き物とのかかわりが増えるよう、ビオトープをつくり、メダ
カや水辺の草花を移植したり、草花や実のなる木の種類
を増やし、四季折々に生活に取り入れられるよう充実さ
せてきました。

子どもの欲求に応じた環境、子どもの興
味関心が広がる環境、新しいものと出会
える環境

ビオトープ、木の部屋、みんなルーム、園庭のでこぼこなど、子
どもたちの育ちを考えて、さまざまな環境を取り入れてきました。
環境の工夫が進むにつれて、子どもたちの興味や関心も広が
り、夢中になって遊び込む姿が増えています。

環境とじっくりと向き合い、考えたり、
試したり、体験が深められるよう、時間
の確保や場所の工夫を行う。

時間や場の工夫によって、夢中になって遊ぶ姿が
増え一人一人の育ちや学びにつながってきていま
す。

一人ひとりの子どもが安心して園生活を
送り人と関わる楽しさや面白さが味わえ
るようにする。

全職員で子ども理解を図り、一人ひとりの子どもとの対
話、その子のありのままを受け止めることやその子のペー
スに添って、安心して園生活が送れるよう取組んでいま
す。

遊びや日々の生活を通して、異年齢児の
友達と関わり、親しみをもてるようにす
る。

給食の時間も好きな部屋で食べる等の工夫をしたこと
で、一層、かかわりが増え、さまざまな場面で、教え合っ
たり、助け合ったり、遊びを充実させたりする姿につな
がっています。

隣接する小学校との交流を通して、小学
校への期待をもったり、園外の友達とか
かわったりする楽しみが味わえるように
する。

小学校１年生との交流活動が定着し、職員同士も幼小で学びをつない
でいく必要性や良さも実感できるようになってきました。
保育所との交流が夏の暑さ等で、取組みが進められていないので、小
学校との交流に組み込めないか等、今後の課題です。

保護者の抱える悩みや困り感にじっくり
と耳を傾け、園として可能な限り保護者
の思いに寄り添いながら丁寧に子育てを
支えていく。

日頃は、駐車場の問題もあり、ゆっくり話を聞ける時間がとりづら
い現状があります。個々に声をかけて、時間を合わせたり、個人
懇談会の充実を図ったりしています。

子育ての悩みや発達など、専門機関との
連携を図り、子どもの健やかな成長につ
なげていく。

専門機関との連携が増え、毎月、園訪問が行われ、職
員も相談しやすい状況になってきています。職員も専門
知識を学ぶ場に積極的に参加し、子ども一人ひとりの成
長につながるよう努めているところです。

安心できる未就園児の子どもとのふれあ
いの場、悩み相談ができる場等、園が保
護者の安心できる場となるようにする。

未就園児の集いに参加してくれた子どもが入園につながってい
ます。入園までに園の雰囲気を感じてもらうことができ、保護者
の方との関係も入園前から築くことができ、お互いに安心につな
がっているように感じています。
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教育目標

・公立幼稚園の強みをいかし、いろいろな子どもがのびのびと、子ども同士が育ち合える環境をこれからも大切にし
ていってほしい。
・保護者が、話しやすい雰囲気を大切にし、いろいろな場を活用して、孤立しないようつながることを意識しているこ
とが大事なので、今後も続けてほしい。

保護者アンケート集計結果の比較から見えてきた成果や課題

今年度の取組の成果と課題･今後の改善方策

具体的取組
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概ねアンケートでは「とてもそう思う」「思う」を合わせると高い傾向にある。環境構成についての質問では、職員も力
を入れて、クラスだより等で伝えていることもあり、理解が進んできている。一方で、子どもの様子について「もっと園
での様子を知りたい」という思いが感じられる回答もある。駐車場のこともあり、なかなかゆっくり話ができないことも
ありますが、対話ができる環境づくりも今後、考えていきたいと思います。

（成果）園内の環境の見直しを行い、自然環境を園内に取り入れる工夫として、ビオトープづくりを行ったり、木の部
屋を作ったりして、子どもたちの興味や関心を広げ、より豊かな学びにつながるように取組むことができました。この
取組みを通して、子ども、園を真ん中にさまざまな人とのつながりができたことが大きな成果となりました。
(課題)幼小交流が定着する中で、学びがつながっていくよう、指導計画を立てたり、幼小職員の語り合いを充実させ
ていく必要があると感じています。また、保護者の方にも伝えていきながら、公立幼稚園として、幼小連携が軸となる
よう取組んでいきたいです。

学校（幼稚園）関係者評価委員による自己評価の検証


